
農環研ニュース　No.104   2014.11 農環研ニュース　No.104   2014.11

8 9

研究トピックス

広がる土壌情報の利用とニーズ

　農耕地の土壌情報をインターネット上で閲覧

できる「土壌情報閲覧システム（http://agrimesh.

dc.affrc.go.jp/soil_db/）」を公開して以降、土壌

情報の利用者は急速に拡大・多様化し、利用者

ニーズも多様化しています。フィールドで土壌

情報を利用したり、利用者独自のデータ（土壌診断結

果など）を土壌図と関連して示したりというニーズに

応えるため、土壌情報の新たな発信方法や利用方法

について研究開発を進めています。ここでは、フィール

ドでも土壌情報を活用できるように開発した携帯端末

用（スマートフォンやiPadなど）の無償アプリケーショ

ンである「e-土壌図」を紹介します（図1）。なお、「e-土

壌図」のインストールは図1のQRコードを利用して行

えます。

土壌図の表示と土壌の解説

　「e-土壌図」は、スマートフォンなどの携帯端末に搭

載されたGPSにより、現在地周辺のデジタル農耕地土

壌図を簡単に表示できます（図2）。また、表示された

土壌図上をタップすると、その場所の土壌の種類名が

表示されます。この土壌の種類名を再度タップすると、

iOS版では自動的に、Android版では「ブラウザで開く」

を選択することで、「土壌情報閲覧システム」に移行し、

土壌の種類ごとの解説ページが表示されます。「土壌

情報閲覧システム」にアクセスすると、土壌の種類ごと

の作土層の理化学性データベース（pdfファイル）もダ

ウンロードできます。

土壌図上にメモを作成して共有する

　「e-土壌図」にはメモ作成機能があり、携帯端末で撮

影したほ場の状況や作物の生育状況の画像ファイル

を注釈とともに土壌図上に保存できます（図3）。この

メモには、土壌診断結果などのpdfファイルも保存で

きるので、利用者は、作物の生育状況と土壌診断結果

収量見える化サイト（http://soilco2.dc.affrc.go.jp/）」

の計算エンジンにデータを引き渡す機能をもちます。

そのため、利用者は、作物の種類とその収量および堆

肥の種類と投入量を選択・入力するだけで、（1）開始

時の土壌炭素量（土壌の種類および地目ごとの全国

平均値）、（2）20年後の土壌炭素量、（3）1年間での土

壌炭素変化量および（4）標準的な土壌管理方法から

のCO2削減量の4つの数値が計算できます（図4）。

フィールドで土壌情報を利用
スマートフォン用アプリ「e-土壌図」の開発
農業環境インベントリーセンター　高田 裕介

図2　デジタル農耕地土壌図（左・右）と土壌の解説（中）
右は衛星画像を背景として表示したもの

図4　有機物管理機能の操作画面（左）と計算結果（右）
　　   作物および堆肥の種類については選択式、収量および
　　  堆肥投入については数値入力できる。

フィールドで土壌情報を利用　スマートフォン用アプリ「e-土壌図」の開発

フィールドで土壌情報を利活用できる

ロゴマーク

図 1　e- 土壌図

iOS 版のインストールはこちらから Android 版のインストールはこちらから

をほ場で容易に照合できるようになりました。これらメ

モファイルはKML形式で携帯端末に保存され、グーグ

ルドライブ上にも保存できます（現在はiOS版のみ可

能）。そのため、「e-土壌図」で作成したメモファイルを

自宅や職場のパソコン（グーグルアースがインストー

ルされたもの）に移して、パソコン上で編集できます

（図3）。また、農耕地土壌図のKMLファイルを、「土壌

情報閲覧システム」のe-土壌図紹介ページ（http://

agrimesh.dc.affrc.go.jp/e-dojo/）から無償でダウン

ロードすることで、パソコン上でもe-土壌図アプリと同

様の作業環境を構築できます。

有機物投入によるCO2削減効果をみる

　「e-土壌図」には有機物管理機能があり、ほ場にど

のような堆肥をどの程度施用すると、土壌中の有機物

がどのくらい増加（減少）するかを予測できます（図4）。

堆肥の施用は農地の生産力を維持・増進するだけで

なく、投入量を増やすと土壌中の有機物が増え、その

分大気に放出される二酸化炭素を減らす効果があり

ます。「e-土壌図」では、利用者が調べたい場所をタッ

プするだけで、自動的にその地点の土壌および気象

情報を取得し、農環研が公開している「土壌のCO2吸

図3　「e-土壌図」のメモ編集画面とグーグルアース場で表示した土壌図
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